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1. 評価・検証の目的 
那覇市曙地区で展開する移動式屋台型公民館（以下、パーラー公民館という）に関わる事業につい

て、その利用者の傾向や活動を把握し、成果を明らかにすることで、今後、地域の実態に即した公

民館事業の創造的なプログラムの企画開発に資するものとする。 

「評価」「検証」の考え方 

「評価」とは？ 
①品物の価格を決めること。また、その価格。ねぶみ。 ➔予算査定、決算評価、事業仕分け 
②事物や人物の、善悪・美醜などの価値を判断して決めること。➔感想、意見、批評、満足度調査 
③ある事物や人物について、その意義・価値を認めること。 ➔啓発・啓蒙、権利擁護、政策提言 

「検証」とは？ 
 ➔実際に物事に当たって調べ、仮説などを証明すること。 

パーラー公民館の評価・検証調査 

評価 
 パーラー公民館は、地域にとって、どのような意義や価値があるのかを調べる。 

検証 
 パーラー公民館が、公民館として最も基本的で重要な「つどう・まなぶ・むすぶ」という３つの機

能をどのように果たしているのかを調べる。 
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2. 調査方法 

通常開館での利用者カード 
利用者の属性、利用時間、活動内容を把握する個票を、利用終了時に利用者が記入した。 

 

通常開館での管理者日報 
主・副２名の管理担当による活動状況等の記録を、管理担当者が記入した。
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ワークショップでのアンケート調査 
パーラー公民館でのワークショップの参加を対象としたアンケート調査票を配布、回収した。 
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3. パーラー公民館の事業概要 

開設期間・開館日数 
開設期間 開設期間日数 (a)                          168 日間（5 ヶ月半） 

 開始日 2019 年 7 月  7 日 

 終了日 2020 年 12 月 22 日 

開館日 開館日数合計 (b) 24 日あけぼの 16 / 緑ヶ丘 8 

 
 7/7(日), 17(水), 27(土), 8/8(木), 18(日), 28(水),  

 9/9(月), 10(火), 19(木), 20(金), 30(月), 10/10(木), 11(金), 23(水), 28(月),   

 11/1(金), 5(火), 11(月), 18(月), 21 (木), 12/1(日), 12(木), 20(金), 22(土)  

開館頻度 開設期間日数(a)÷開館日数合計(b) 7.0 日に 1 日の頻度 

開設期間・開館日数の前年度との比較 
 2017 年度 2018 年度 2019 年度 前年度増減 

開館期間 135 日間 199 日間 168 日間 ↘31 日間 

開館日数 29 日 21 日 24 日 ↗3 日間 

開館頻度 4.7 日 9.5 日 7.0 日 ↘2.2 日 
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4. 利用者カードから見る利用者のすがた 

「PK あけぼの」通常開館での利用者数・利用時間数 

利用者数（3 か年のカード作成人数分・実数） 221 名 

当該年度利用者数 (a) 89 名 

曙地区（1～3 丁目）の人口 (b) 4,911 名 

曙地区（1～3 丁目）の世帯数 (c) 2,702 世帯 

人口に対する利用者の割合 (a)÷(b) 1.81 ％ 

世帯数に対する利用者の割合 (a)÷(c) 3.29 % 

利用時間数 (d)（記入時間集計・延べ数） 484 時間 

1 人当たりの平均利用時間 (d)÷(a) 5.4 時間 / 人 

利用者の属性 

 
 
 男女比は男性 4 割、女性 6 割 
 子どもたちが半数以上、高齢者 1 割 
 曙地区の在住が 6 割、曙以外は 4 割 

 
年代 

 

性別 

在住地 
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「PK 緑ヶ丘」利用者数・利用時間数 

利用者数（カード作成人数分・実数） 19 名 

当該年度利用者数 (a) 18 名 

牧志地区（1～3 丁目）の人口 (b) 5,596 名 

牧志地区（1～3 丁目）の世帯数 (c) 3,200 世帯 

人口に対する利用者の割合 (a)÷(b) 0.32 % 

世帯数に対する利用者の割合 (a)÷(c) 0.56 % 

利用時間数 (d)（記入時間集計・延べ数） 26 時間 

1 人当たりの平均利用時間 (d)÷(a) 1.4 時間 / 人 

利用者の属性 

  
年代 性別 

在住地 
 男女比は男性 5 割、女性 5 割 
 子どもたちが半数近く、30～50 代が

4 割、高齢者が不在 
 牧志地区と松尾地区で 4 割 
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パーラー公民館全体（あけぼの＋緑ヶ丘）での 
利用者の前年度との比較 

 2017 年度 2018 年度 2019 年度 前年度との変化 

当該年度利用者

数 112 人 117 人 104 人 ↘13 人 

利用時間数 574 時間 822 時間 510 時間 ↘312 時間 

一人当たりの 
平均利用時間 5.1 時間/人 7.0 時間/人 4.8 時間 ↘2.2 時間 

男女比 男 37% 女 57% 男 38% 女 59% 男 42% 女 53% ほぼ同割合 

年代 10 代以下 49% 
70 代以上 17% 

10 代以下 56% 
70 代以上 13% 

10 代以下 65% 
70 代以上 13% 

↗子どもの割合 
高齢者は同割合 

在住地 曙 63% 曙以外 34% 曙 59% 曙以外 36% 曙 68% 曙以外 24% ↗曙 ↘曙以外 
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5. 利用者カードから見る活動の様子 

開設期間中の活動別時間数の分析 

性別 男  4.11 時間 

 女 5.31 時間 

世代 10 代以下 4.96 時間 

 20～60 代 3.25 時間 

 70 代以上 11.00 時間 

在住地 曙 6.12 時間 

 曙以外 1.67 時間 

活動についてわかったこと 

 「遊ぶ」が 6 割、「休憩」「おしゃべり」「学ぶ」「教える」が 3 割 
 世代別の活動時間の平均は、高齢者が約 11 時間、子どもが約 5 時間、

20～60 代は約 3 時間 
 在住別の活動時間の平均は、曙地区が 6 時間、牧志地区が 2 時間 

利用された延べ時間の活動別の割合 
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6. ワークショップでのアンケート調査結果 

回答者の属性 
 
 
 

  

性別 

 
職業 

参加したワークショップ 

 

 

那覇市の公民館講座を受講した回数 

年代 

在住地 
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パーラー公民館で活動してみたいか 

 

どんな講座に参加してみたいか 
 語り部 
 一箱古本市みたいなもの、チェコの人形ア

ニメ、那覇の戦前のまちなみと今のまちな

み比較、沖縄の近代化遺産（旭橋の転車

台のレンガみたいなもの）についてのまち

あるき＋お話し 
 様々なワークショップ 
 えをかくのが、あったら、さんかしたいで

す。 
 ゆうぐがいっぱいあったらさんかしたいです 
 短編映画、ファッションショー、コント 
 曙探検、お散歩、あけぼのの穴場スポット

があれば教えてほしいです。 

 いろんな遊び 
 けん玉、リコーダー 
 子どもと楽しめるもの 
 まだないので行きたい 
 虫の採集 
 お散歩みたいなものがあれば参加してみ

たい 
 公園図鑑 
 生涯学習時代にふさわしい諸々の内容が

必要だと思います。（公民館並みに） 
 参加したことがあまりないので 
 今日はガラスをたくさんみつけられたので

よかったです。

アンケートからわかったこと 

 「講座の内容」の評価が非常に高い 

 「自由」「ゆるい」「子どもがのびのびしている」 

 親子の参加、まちあるきや地域（史）への興味 
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7. 管理者日報からの３つの観点 

曙と緑ヶ丘のギャップ 
 台風接近で天気不安定の中、開館。子ど

もたちは相変わらず、パーラーには来な

い。（M 9/20） 
 公園には思い思いの時間をすごす人が何

にもいて、すごく良い感じ。なのに誰も交

流しない！あけぼのとちがいすぎる！見か

ねた自治会のかんじさんがあそびに来てく

れて「どうだ？むずかしいだろ？」と声をか

けてくれた。なかなかつながりがもちづらい

気持ちが共感できた。（M 11/5） 

 通る人は、見て見ぬフリ。声をかけてくれる

人は、いない。子どもも、こんにちはと声を

かけても、すーっと通りすぎる子がほとん

ど。何してるの？とはならない。都会だな

ー。（M 11/5） 
 パーラーに来る人も今日はいないかなあと

思ったら、仲地さんというおもしろいおじい

さんが来館。公園にもっと高齢者が集える

場があったらいいのにね、などと話してくれ

た。（M 12/20） 

地域とのつながり 
 最近、小学校を休んでいるというフミが久し

ぶりに来た。（A 7/17） 
 今日は佐藤さん不在の為、地域からサポ

ートで吉田会長が来てくれた。（A 7/19） 
 上原さん、最近願寿会のメンバーが減って

きていることで落ち込んでいる様子。たのし

い場へは皆さん来るが、健康のため、人の

ためになる場に足が向かないようだと話し

ていた。（A 10/10) 
 設営のときに、シルバーの方がテーブルな

どを運ぶのを手伝ってくれた。（M 10/11） 

 沖銀さんも安謝郵便局もあいさつに行った

その日のうちにあいさつに来てくれた。地

域の企業は私たちが思っている以上につ

ながりを求めているのでは？と感じました。

（A 11/1） 
 前日、公園にゴミが落ちていて気になった

ので、そうじ用のトングを持って行ったが公

園がキレイ！あきらかに誰か掃除してくれ

た様子。誰だろう…すごく気になる。（A 
12/2） 
  

3 年間の関係の蓄積 
 今年度初のパーラー、数名の子どもたちが

待っていてくれて搬入も手伝ってくれた。

みんなで片づけも設置もやった。みんなが

パーラーを大好きで必要とされているなー

と感じました。（A 7/7） 
 3 年目のハロウィン、さしのべてくれる手が

広がってきていて、たくさんの協力者により

やりやすくなっている。子どもたちも慣れて

いてイベントが定例化してきたなーという感

じ。（A 10/30） 
 「次年度以降パーラーどうするのか、盛り上

げていなくなるなんて、支えだよ、のことば

に心うたれると同時に、少しふくざつ。まち

に関わることのはがゆさ（？）とうれしさと、さ

みしさと…（A 11/1） 
 12 月 22 日にパーラー公民館は閉めるよと

の話したら寂しいなとの声もありました。（A 
12/12） 

 あけぼののパーラー、最終日です。毎年行

っている「あけぼの公園感謝祭」を開催しま

した。会は大もり上がり。最後にはスタッフ

をサプライズで表彰してくれました。うれし

いです。（A 12/12） 
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8. パーラー公民館の 3 年間のデータ 

3 年間の利用実績 
¡ 担当職員 2 名 

¡ 利用者数 240 名 

¡ 開館日数 74 日 

¡ 延べ利用時間数 1,902 時間 

3 か年の利用時間数の推移 

 

活動種別の利用時間数の推移 
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活動種別の利用時間バランスの推移 

 

3 か年の新聞記事紹介 
2017 年度｜9 件 
［県三役動静・市長動静］（９日）（8/9 沖縄タイムス朝刊） 
パーラー公民館 笑顔の輪／若狭公民館、曙に出張（8/10 沖縄タイムス朝刊） 
パラソルの下 ゆんたく／手作り“屋台”念願のよりどころ（8/15 琉球新報朝刊） 
結ぶ 笑顔と笑顔／パラソルの下、世代超え集う（1/1 琉球新報新年号） 
若狭公民館最優秀／全国大会 連続受賞、多彩に発信（1/9 琉球新報朝刊） 
人集い交流の拠点に／那覇若狭 試験開設の成果報告（1/29 沖縄タイムス朝刊） 
「動く公民館」に評価／関係者「今後が大切」（1/30 琉球新報朝刊） 
「学び」と「つなぎ」で地域づくり（3/19 日本教育新聞） 
若狭公民館 日本一／県内初 交流活動など評価（3/27 琉球新報朝刊） 

2018 年度｜7 件 
移動自在に情報発信／「ジンキオスク」地域結ぶセンター役（10/16 琉球新報朝刊） 
パーラー公民館／宮城潤、那覇市若狭公民館館長（10/24 琉球新報朝刊） 
［きょうナニある？］／イベント（12/22 沖縄タイムス朝刊） 
「多世代集う公民館に」／ＮＰＯわかさ 活性化へ勉強会（1/15 琉球新報朝刊） 
＜第９回地域再生大賞＞知恵と工夫で新時代へ（1/27 琉球新報朝刊） 
［でかけませんか］（1/31 沖縄タイムス朝刊） 
［きょうナニある？］／イベント（2/3 沖縄タイムス） 

2019 年度｜3 件 
那覇市曙地区のパーラー公民館（8/19 日経グローカル） 
まちトピ＝中区 青空の下で体動かし交流－浜松（11/19 静岡新聞朝刊） 
パーラー公民館 さよなら／住民集まり感謝祭（1/6 沖縄タイムス朝刊） 
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3 か年の検証の総括 
 

 子どもたちが安心して遊べる場所を提供し、高齢者のつどい

の場所となった。 

 異なる世代が自然に交流を深めて、お互いに見守り合う関係

に発展した。 

 ワークショップやイベントを通じて、地域の企業や民間団体、行

政機関、学校など複数の機関が協働する機会も生まれた。 

 全国的な注目を集め、県外、海外からも視察が訪れ、普段は

出会うことが少ない多様な人々と触れ合う機会が生まれた。 
 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

パーラー公民館の評価・検証調査報告書 
発行：令和 2 年 2 月 

調査主体：特定非営利活動法人地域サポートわかさ 

調査委託：特定非営利活動法人アート NPO リンク 


	目次
	1. 評価・検証の目的
	「評価」「検証」の考え方
	「評価」とは？
	「検証」とは？
	パーラー公民館の評価・検証調査
	評価
	検証



	2. 調査方法
	通常開館での利用者カード
	通常開館での管理者日報
	ワークショップでのアンケート調査

	3. パーラー公民館の事業概要
	開設期間・開館日数
	開設期間・開館日数の前年度との比較

	4. 利用者カードから見る利用者のすがた
	「PKあけぼの」通常開館での利用者数・利用時間数
	利用者の属性
	「PK緑ヶ丘」利用者数・利用時間数
	利用者の属性
	パーラー公民館全体（あけぼの＋緑ヶ丘）での 利用者の前年度との比較

	5. 利用者カードから見る活動の様子
	開設期間中の活動別時間数の分析
	活動についてわかったこと

	6. ワークショップでのアンケート調査結果
	回答者の属性
	ワークショップの参加者についてわかったこと
	本講座の評価
	パーラー公民館の評価
	パーラー公民館への感想や印象
	パーラー公民館で活動してみたいか
	どんな講座に参加してみたいか
	アンケートからわかったこと

	7. 管理者日報からの３つの観点
	曙と緑ヶ丘のギャップ
	地域とのつながり
	3年間の関係の蓄積

	8. パーラー公民館の3年間のデータ
	3年間の利用実績
	3か年の利用時間数の推移
	活動種別の利用時間数の推移
	活動種別の利用時間バランスの推移
	3か年の新聞記事紹介
	3か年の検証の総括


